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：世界に希望を生み出そう
：人生を豊かにする、あなたのSmile
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　本市は、「選ばれるまち・住み続けるまち」を目指し、様々
な施策を展開しています。その一環として、龍城ケ丘プール
跡地周辺で海辺の総合公園の整備を進めています。公園
ができることで、海を眺めながら憩い安らげる場となり、子
供連れのご家族や高齢者、若者、また障がいのある方など、
市民の誰もが海の魅力を享受できると考えています。

　龍城ケ丘プールは、昭和１２年に開園し、施設の老朽化
が原因で平成２５年度をもって閉鎖しました。その後、再整
備に向けて、平成２５年に「湘南海岸公園再整備計画」、平
成２８年には「ひらつか海岸エリア魅力アップチャレンジ」
を策定しました。これらの計画において、龍城ケ丘ゾーンは
「海の絶景を楽しむ魅力ある立ち寄りゾーン」として位置づ
けられ、整備に向けた検討を進め、都市公園を整備すること
としました。整備にあたっては、都市公園法のＰａｒｋ－
ＰＦＩ制度を活用し、市の財政負担を抑え、民間活力を活用
した魅力ある公園を整備することとしました。

37(37) 1 38 59.38

卓 話

「湘南海岸公園龍城ケ丘ゾーン整備管理
運営事業について」

平塚市役所みどり公園
水辺課  課長  青木繁様

平塚市　都市整備部　みどり公園
水辺課長　青木　繁

令和元年に事業者を募集し、令和２年１月に事業者選定、
３月に積水ハウス（株）を代表企業とする「平塚Ｓｅａｓｉ
ｄｅ　Ｐａｒｋ共同事業体」と基本協定を締結しました。
　
　その後、市民対話や設計、関係機関協議等を進めてきま
したが、塩と風の調査や既存樹林を更に保全する検討を行
うために工事着手を延期しました。さらに、関係機関協議で
の意見を踏まえ、より一層安心安全な公園とするために施
設配置を一部見直すこととし、再延期しました。

　令和４年８月に見直しプランを公表しました。コンセプト
は、当初プランと同様で、「Ｂｅａｃｈ　Ｌｉｆｅ　Ｂａｓ
ｅ　Ｈｉｒａｔｓｕｋａ」です。ビーチに面するポテンシャ
ルを活かし、地域住民・広域来園者が目的を持って訪れる公
園を作り、公園を基点に、海、景観、自然、食を楽しむ海辺の
ある暮らしを創出します。

　公園計画の考え方として、袖ケ浜交差点をメインエントラ
ンスとし、そこから海へと導く園路「ビーチライフプロムナー
ド」を主動線とし、これに沿って複数の公園施設を連続して
配置しています。海側の既存樹木は飛砂防備等に寄与する
ことから、できる限り保全する計画としています。
公園施設は、芝生広場、シーサイドテラス、エントランス棟等
の特定公園施設（園路広場等の一般の公園施設）の他に、
公募対象公園施設（民間が設置、管理、運営する施設）として
マルシェ棟、ＢＢＱレストランを計画しています。エントラン
ス棟の屋上は、通常時、展望台として眺望を楽しむことがで
き、津波発生時には避難施設として利用できます。
当初プランからの主な変更点は、より一層安心安全な公園
とするために、当初東西に配置していた駐車場を信号制御
ができる東側１箇所に集約しました。また、樹林を残して欲
しいという市民意見を踏まえ、当初約３７％であった樹林
保全率を見直しプランでは約５３％に拡大し、より樹林を
保全する計画としました。

　市民意見については、その他に、塩害や風害が心配とい
う懸念の声に対して、塩と風の調査を実施する等の対応を
してきています。

　最後に、スケジュールについてですが、現在関係機関協
議や設計を進めており、令和６年４月の工事着手、令和７
年春頃のオープンを目指し、事業を進めています。また、公
園整備と同時期に、龍城ケ丘に整備する公園とビーチパー

クを繋ぐ海岸園路の整備も計画しています。各ゾーンを繋
ぐ園路を整備することで、回遊性を高め、平塚の海や各ゾー
ンの魅力を知ってもらい、本公園を起点に賑わいを創出し
ていきたいと考えています。

以上
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卓話・行事予定

市内例会変更

メークアップ（MUP) 1名

ゲスト 4名

ビジター 0名

10月12日(木)
10月19日(木)
10月26日(木)

今週のお祝い

誕生日祝い・・・高橋建二会員、山本恵会員
結婚祝い    ・・・杉山昌行会員、木村義広会員、
　　　　　　  片野之万会員

休会
理学療法士 /ウォーキングトレーナー　宮内華様
NPO法人育て上げネット　理事長　工藤啓様

本日のスマイル 19名

現在ございません

委員会報告

幹事報告

卓話者ご紹介

所属・役職：都市整備部　みどり公園・水辺課長
経歴：平成 31 年 4月よりみどり公園・水辺課長に就任

都市整備部長　田代卓也様
みどり公園・水辺課　課長　青木繫様
            〃　　　  　　主任　藤満雅幸様
米山奨学生　許　婉さん

青木　繁（あおきしげる） 様

〇雑誌委員会　米山範明委員長
　10月10日は世界保健機関（ＷＨＯ）が定めた世界メン
　タルヘルスデーです。ゴードンＲ．マッキナリー氏が
　『メンタルヘルス』について語られております。その
　他、児童養護施設を卒業した生徒の就職支援について、
　米山学友世界大会、シンガポール国際大会、世界ポリ
　オデー、企業による障害者雇用の取り組み、などが掲
　載されております。ご一読いただければと思います。

〇会員研修委員会　山口委員
　10月26日（木）18時30分より平塚商工会議所にて第1
　回会員研修セミナーを行います。講演者に2022-2023
　年度国際ロータリー2780地区ガバナーの佐藤祐一郎様
　をお招きして、ロータリーの基礎を中心にご講演いた
　だきます。今回は入会年数に関係なく、参加いただけ
　ますので、皆様ご参加の程、宜しくお願い申し上げま
　す。またその後、懇親会も行う予定です。併せてご参
　加ください。
　現在、参加者が非常に少ない状況となっておりますの
　で、参加をお願い致します。 清水裕会員

◎ポリオ・チャリティーコンサートについて
　10/25開催の第2780地区ポリオデー・チャリティーコ
　ンサートのチケットとポロシャツは皆様のご協力によ
　り、チケット34枚、ポロシャツ8枚の注文となりまし
　た。チケット、ポロシャツは送られてきましたら、代
　金と引き換えでお渡しいたします。

◎インターアクトについて
　10月7日(土)午後1時よりインターアクト委員会がアイ
　クロス湘南で開催されます。
　豊川インターアクト委員長が出席されます。

◎地区新会員の集いについて
　地区新会員の集いのご案内です。12月3日(日)13:30よ
　り藤沢ミナパーク多目的ホールで2020年7月以降入会
　会員を対象に新会員の集いを開催いたします。
　対象となる会員には既にメールでご案内をお送りして

卓話にお越し頂いた都市整備部長
田代様、みどり公園・水辺課青木様、
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　おりますが、本日全席に配布してあります。
　参加費の￥8,000-はクラブより負担いたしますので、
　是非ご参加をお願いいたします。

◎次回例会日について
　来週10月12日(木)は祝日週により休会となります。
　次の例会は10月19日(木)です。お間違えの無いようお
　願いいたします。

白石会長より誕生日祝い
を受け取られた
髙橋建二会員(左)




